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事業提案書

団 体 名

事 業 名 継続事業  2 年目

湯沢の山全般に登る登山者
が２０％アップ。市民登山
等への参加者が増える。

湯沢１０名山の発信により
湯沢の山の注目度が更に
アップする。

実 施 期 間 令和 日から

事業区分 ハード・ソフト湯沢山岳会

『湯沢１０名山』project推進事業partⅡ

湯沢の山全般に登る登山
者が１０％アップ。

東鳥海山トリプルセブン記念行
事等で湯沢１０名山を発信する
ことにより湯沢の山の注目度が
アップする。

令和 日まで

　湯沢市の山を１０山に絞り込み『湯沢１０名山』と銘うって発信（ブランディン
グ）し、『湯沢１０名山』を完登することを目標（囲い込み戦略）にしてもらうこと
で湯沢の山全般に登る人(リピーター)を増やす。
　また、登山者が増えることで関連する温泉入浴、飲食、宿泊、地場産品の販路拡大
等が期待できる。

目標の根拠

補 助 対 象 経 費 340,000 補 助 金 申 請 額 306,000

事 業 目 的

課 題

（事業を計画するに至った課題とその原因はなにか）

　湯沢市には他に誇れる魅力的な山々が沢山あります。しかしながら近年は山の荒廃
が目立ち、その要因として入山者、山を歩く人の減少、地球温暖化等が考えられ登山
道整備（刈払い）が追い付かない登山コースもあり悪循環になっています。

目 的

（課題の原因を解決する目的はなにか）

２年目

目標 目標の根拠

計画

（どう発展して継続していくか、資金調達をどう行っていくか）

　クマ対策事業は湯沢１０名山project推進事業を進めるうえで避けて
は通れない課題と捉え少しでも山に登る不安を解消してもらえるよう事
業実施する。またそのことが湯沢１０名山のPRにもなる。湯沢10名山を
語る会では登山ガイドに湯沢１０名山の魅力を語ってもらい発信する。
　補助上限を超えた分は自己資金で対応する。

事 業 内 容

対 象
（事業の対象となるのは誰か）

　湯沢市民及び湯沢市外の登山愛好者

内 容
(流れ)

（いつ、どこで、どの様な内容の事業を、どの様な方法で行うのか）

　１.クマ対策事業
　　　イ、県庁自然保護課出前講座
　　　　メニュー名：野生動物り生態と人身事故防止対策について（単独事業）
 　　 ロ、クマ被害防止グッズの紹介とクマ撃退スプレー体験会
　　　　・出会わないためのクマ対策グッズの紹介とデモンストレーション
　　　　・出会ってしまったときの防御姿勢、クマ撃退スプレーの噴射体験
　　　ハ、クマよけガンガンの設置（単独事業）
　　　　　一斗缶で手作りしたクマよけを山に設置する
　　　　　　東鳥海山、国見岳、大森山(令和７年度設置済)
　　　　　　烏帽子山、雄長子内岳　(令和８年度設置予定)
  ２.湯沢１０名山一斉登山ハーフ･･･８月２３日予定
　　　会員が同日同時刻に登頂し山頂で写真を撮ってLINEにアップして発信する。
　　　今年は半分の５山に登る。市民参加の山も設定する。
　　　　・小安岳、烏帽子山、東鳥海山、国見岳、雄長子内岳
　３.湯沢１０名山を語る会（仮称）の開催。講師には登山ガイドを想定。
　　　　市民を対象に開催。湯沢10名山の魅力について講話に耳を傾け語り合う。

目標と
計画

１年目 目標

～５年目

目標 目標の根拠

計画

（どう発展して継続していくか、資金調達をどう行っていくか）

　２０３０年は湯沢市の最高峰虎毛山に登山道ができて１００年
「開山１００年祭」が計画されるのでこれに誘引されて湯沢市の
山全般への登山者が増える。

湯沢の山全般に登る登山者
が３０％アップ。市民登山
等への参加者が増える。

虎毛山開山１００年祭があ
る。

３年目

目標 目標の根拠

計画

（どう発展して継続していくか、資金調達をどう行っていくか）

　湯沢10名山が広く周知され登山者が増えることで湯沢の山の環
境が保たれる他、関連する温泉入浴、飲食、宿泊、地場産品販売
等が増える。

湯沢の山全般に登る登山
者２０％アップを維持。

湯沢１０名山の発信により
湯沢の山の注目度が更に
アップする。

規 制
（事業を行う上での規制はあるか、どのように対処していくのか）

　法令順守（自然公園法、旅行業法、道路運送法等）
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※記載欄の過不足は適宜調整してください。

6 ～ 湯沢１０名山各登山口等にのぼり旗設置

（裏面）

事 業 ス ケ
ジ ュ ー ル

期　　間 内　　　　　容 担当者

6 ～

6 ～ 虎毛山登山で湯沢１０名山情報発信

7 ～ 県庁出前講座でクマに関する学習会

8 ～
湯沢１０名山一斉登山ハーフ
市民登山で湯沢10名山情報発信

9 ～
クマ撃退スプレー体験会
湯沢10名山を語る会

10 ～

～

～

～

住 民 参 加

（事業に対し、どのように住民が参加できるか）

　湯沢市広報、フリーペーパー、地元新聞等で事業参加を広く呼び掛ける他、
関係する団体等に案内する。
　募集登山、市民登山等への参加の他、個人レベルでの登山

事業のアピール点

（地域の特性を活かした事業か、アイデアや着眼点のどこが優れているか）

　湯沢の誇れる山々を湯沢１０名山という形でブランディングすることで注目
度を高める。

～

～


